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主 な 内 容  Ⅲ
教育時 平 昌L県 小掌1交長会  会 長 大岩 久七

●BI同有革、今後の予定

|〕恒わJぽ 「烏 J県析造,数 育作品展 |マ セマナイカル ワ ール トFJ

「きらめさ未来型J
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ぶ ●特別展 「富山県の学校結食 90年の歩み|   一        一

●第18回 規「上の分野破彰者 ● 黒川 良 安  ● 青打l 石城

●川景に平イ吉i  ● 1亡続聴章夕者
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囲目田団

教 育 実 習 雑 感

9月 4日、富山大学人間発達科学部の2、

3年次生50名を迎えて、毎年恒例の堀川小学

校での教育実習がはじまった。教生先生とし

て、各教室に2ないし3名が配属され、慣れ

ない生活と学校のスタイルに不安や戸惑いを

感じながらの3週 間だ。

そんな不安を振り払うかのように、開議式

での呼名に対する一人一の返事や学生代表の

言葉には、力強さがあり、教育実習に臨む決

意がみなぎっているようだ。

この時期、いつも残暑が厳しく、汗が止ま

らないのだが、教生先生は決して労を厭わ

ず、全校児童が一斉に運動場に出て走る朝の

トレーエングにはじまって、美化活動、朝の

会、さらに授業と、多彩な学校生活を子ども

と共にエネルギッシュに展開していく。

さらに、子どもが帰った後は、指導にあた

是号]皆と百管|こ輝 子場島魯痛ずき名[景F旨 l景望

れた頃、校舎を回り、研修に励む教生先生に

声をかけると、「元気ですJ「ありがとうござ

います。頑張ります」などと、笑顔で気持ち

のよい返答がくる。どこまでも健気な実習生

の姿にふといとおしさを感じる。

後日、教生先生の公開授業があったが、発

表したいと意気込む子どもたちのためにも頑

張ろうとする教生先生の姿があった。1年生、

道徳 「すもうJの 話し合いの授業が終わる直

前、今まで発言したことがないF君 が声を震

わせ泣きそうになりながらも、「今まで本気

でぶつかっていなかったかもしれない。今度

は思い切ってぶつかるように頑張るJと 発言

した。共感した教生先生はF君 の思いをまわ

富山県小学校長会

会長 大岩 久 七

りになんとか響かせようとしたが、結局はロト

わなかった。授業後、「子どもたちの思いを

もっと引き出すことができたら Jと 思わず

大粒の涙を流し担任に話す教生先生のもとに

子どもたちは駆け各つていつたのである。

日を追うごとに、教生先生と子どもたちと

の触れ合いには親しさや信頼が増していっ

た。廊下で思わず聞いた両者の会話には、「先

生、黒板の字、まちがわれんなJ「ありがとう、

がんばっちゃJ、F給食、僕たちの班に来てJ、

「朝 トレ、一緒に走ろうJ、「教生先生、もう

すぐ実習終わっちゃうね、寂しいなJ 。

教生先生と子どもとの心の緊がりが確実に

強くなっていったことを感じるのである。

この教育実習を通し、子ども理解を深めた

り、子どもの姿に学んだりといろいろな体験

を重ねたと思われるが、最後に、実習生の声

を記すことで、結びとしたい。

この実習で、私は子どもたちの中にある

「熱意Jや 「夢中Jと いう心を教えてもらっ

た。だから、教師も真正面からぶつかってい

かなくてはならないのだ。このことは、何度

先生から言われても実感できなかったことだ

が、子どもたちの行動から感じ取ることがで

きた。とても嬉しい。10月から再び大学に戻

り、おそらくまた純粋な一生懸命さを失って

いくだろう。だが、子どもたちから教わった

情熱を基に努力し、教師になりたい。情熱を

もった教師になりたい。

実習生の意気込みを素直に受け止め、改め

て、教育実習の重要さを感じている。
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主催 働 富山県ひとづくり財団

E】 平成 20年 度 「学ぼう !ふ るさと未乗」支援事業 (助成対象積11貫に10万円助開

一― 将来にわたって ふ るさとを愛 し ふ るさとに言りをもつ子どもの高成を願い

E】 平 成 20年 度 「水み らい プ ロジ ェク ト」支 援事 業 (a山県ひとつくり財団及び富山 水 文化の財日から各五万円助成|

一 小中学生に「水Jに 関する学習や詞奮活Blを通して 「水Jに 対しての興味を高め

地域と連境して「ふるさと掌習」に取りlBむ学校を支援します ――

助 成 校 研 王 題究

上市町立南加積小学校
進んで人や内糸 IL域 事 象にJlきかけ 自 分らしく表IHLし、■いにかかわり合
う児童の育成

土山町立立山芦嚇小学校

舛1上を室し、心上かに た くましくiき る子llLの育成
――一人 人 がよさを生かし、■き■きと自己去rt

できるため教師の支flはどうあイ1ばよいか

目山市立上滝小学校
自分もよくてみんなもよいを実践できる子lIIの育成

―一 かかわり力の合成 ――

富山市立速星小学校

一人 人 が学ぶ楽 しとを味わい、典に高め合う子供の有成を目指して
一 人や地l■lに讐かにかかわりながら白ら働きかけ、

よりよく生きる子供の育成 ――

砺波市立庄南小学校
f'もみづくりやチューリップの上を■かしたlL場産業について、その厄史や人々
の常みに学び 進 んでかかわり、ふるさと亡市を室する心を育てる。

「水 環 境Jの 大切さを認識する実践に取り組む学校及び団体を支援します ――

助成校、助成団体 研 究 ア マ

魚津市立村木小学校 嶋川を探る

射水市立大門小学校 大切にしよう ち 、るさとの,

くろ べ 水 の 少 年 団 IFriの水環境を調べる

氷見市立女良小学校 女良のi 虻 が鳥

高岡市立二塚小学校 二塚地区のユミ境から考え、活動する

富山市立二成中学校 常llll寺|の 冶水と和1水

砺波市立庄川小学校 |¬ とともに生きる

4月 に開催される 「県小 `中校長会Jに て、上記受援事業の実施要項を配布しています。

平蔵20年 度後半の展示予定

〇第26回 「みんながんばつてます作品展J

O第 20口 「富山県造形致有作品展J

O第 4口 「アイディアロボットフェスタ ロ ボット展J

O第 19回 「富山県中学校実術展J

O「 富山大学学生卒業記念書展J

O第 2□ 「富Ll県版造形致台作品展 秀 作回醸震」

11月 1日 (土)

11月22日 (土)

12月 13日 (土)

2月 フ日(土)

2月 28日 (土)

3月 14日 (士)

～11月16日 (日)
～12月フ日(日)
～ コ月25日 (日)
～2月 22日 (日)
～3月 6日 (金)
～4局 12日(日)
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